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緒   

・給飼の形層ほ大別すると、粉飾（mash feed）、固形飼料（pellets）をらぴに練飼  

て（wet maぎh）および水溶飼料（1iquid feeヰ）K区別きれるが、≒都市近郊匹おける専業  

ないしは、企業的登啄では、食品製造粕頻や単昧飼料を自家調製して、利用する例が多く、その  

調亜桧与忙市版配合飼料を使用するものと比べて、手間がかかるので、これら飼料に2．5倍をいこ  

し5倍琶の加水を行をい、いわゆる流動状態にしてi健賊拾飼を行をうことによって、絵鰍乍業  

の省力化と、飼料効室の故老向上と・牽はかる事例が増加しており、また近年に至り、市販配合飼  

料の流動機械給餌もみられるようにな1たが、この場合には、7信程度に加水しないと、送餌膏   

を流れをいために、飼料効率の損失が与えられるので、当場では、りヨ和40年以来、この適正加  

水倍率を決定するため咋、引司にわた少、試攣を実施し、42年度窮5堺試東をもって、一応の  

給県を得たので、その概嚢を報告する。  

1． 各種加水倍蚕による肥育比較試験   

（1） 試 験 方 法．  

供試啄は、中ヨークシャー種で、5父系から40頸を供試し、父系別・性別把ランダム痛  

出して、対照粉訴区・飼料の乾物発愚比・5倍加水区・4倍加水区・5倍加水区」5～7倍  

加水区の五区灯各そ8頑づつに配分して、昭和42年12月11日、洋平均体意約20kgか  

ら試験を開始し、昭和45年4月17ヒ］までの128日間食もって試倹を終了した。  

な封、供託啄は、側方排糞所塑肥育豚禽を用い、表1叱示す陳房に収容し、図1に示すエ  

うに配置した。  

】表1 供試陳房の構造寸法  

痩所  排糞所  衆 面  積  
構  造  

間口×奥行  間口X奥行   痩  所  排 糞 所   讃十   

側方排莞所型  2．4X5．Om  1．2X5．8m   ス2m 
2   5．dm2  1D．8m2   

また、一十錠管理は、当場の慣行に従って実施した。  
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（2） 給．与 飼 料   

窄与飼料は、全期間を通じて、表2に示す。自家配合備閤を用い、流働飼料給与区把つぃ   

ては、平均体重約2Dk発から50kgの間に徐々に加水乳を増加して、平均体糞5ウkg以降そ   

れぞれの加水倍率による流動飼料として与えた。  

しかし、5～7借区については、試験が厳寒季であるために、その加水倍率を占口kオまで  

比5借とし、．dOlくg以準7借として給与したものである。  

．また、その絵詞回教は、体賽・50kgまで壮1日5回、50kg以樺は・1日2何の給餌とした。  

喪2   給 与 間 料  

くみあい  

全 

前 期   

40多   5 2   2 0   5   2   0＿5   0．5   15．5   7’0．7   

試頭親間中の袷甜日髄は、各区とも、表5によって給餌した。   



表5  給 餌 日 竜  

体  吏：  給餌日琶   休 債   給餌日儀   

20kg－25k琴   1．ロkg   －47kg   1．7kg   

・・－2 7   1．1   ～5 D   1．9   

・－51   1．2   ～5d   2．0   

・－5 4   1．5   へ・る〔   2．1   

・－5 9   1．4   ・－65   2．2   

一－4 2   1．5   ・・－ 7 4   2，5  

・－（⊃ い   2．4   

（5） 試験の結果と考察   

イ） 採食状況と健靡状態  

試験期間中の採食状侃をみると、5倍区・4倍区の噛好性が、循収周れているようであ   

り、体禿占5－70kg時忙おける採食所要時間をふると、表4のとぉりである。また、試   

威瑚間中、対照区、5倍区・4倍区ほいずれもノ痕調な発育を示したが、5倍区・5～7鳩   

区忙ついては、多少、発育の遅延が認めら九キ。  

表4  採食所賓時間の比較（d5kg～7Dkg時）  

区  分  l粉   偶   5  倍   4  倍  5  侶   7  倍   

朝   25分   8ケ）9分  25分   80分   

夕   2 5   
1 8 8 

17   4 C   

ロ） 発  育  

各区の発育およびこの間の舎内の巌高・臆低温皮は図2陀示すとぉカである。   
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発育成績は、表5のとおりであわ、期間中の増俸環最は、対照区平均占8．2kg・5倍区  

70．1kg・4倍区d皇Okg・5倍区・る4．2kg・5～7倍区d2．Okgとなってふり、前期、  

後難を通じて、5倍加水区が鐘も優れ、全期間の1日1頭当り平均増体重では、547g  

±55、ついで4倍：抑水区の559g±80、対照屡552g±81と在ってぉり、5倍加水区  

5－7加水底は、それぞれ501g±74、484g±44 と劣っていたが、各区間忙有意性は  

星空められなかった。   

東5  発 育 成 績  

試【頗開始  濱了嘩  1日 平 均 増 体 重  
区 分  

時体竜  体  重            前期d2日間  後期6占日間  今 別 間   

対 照 区  1鼠8±5，2、恒  8∈i．0±12．1kg  485±9るg  576こヒ80g  552：±81g   

5 倍 区  20．5±2．5   90．4：ヒ 5．1   50D±47  595±58  547±55   

4 倍 区  2〔）．8．′±5．1   89．8±12．0   492±77  577±85  559：±8D   

5 倍 区  1鼠7±2．4   85．9±1．9   4d7±92  554±59  5【）1±74   

5～7倍区  18．8±2．7   80．8± 8．D   442±52  522±4d  484±44  

ハ〕 飼 料 哨 費 簡  

蘭料の消費状況は、表占のとおりであり、試彗剣夢＝用を各区とも128日間と一定とした  

ために、その哨牽童については、．砦蓋を舐めないが、飼料繁来賓でみると、5倍区の5．47   

が最も嘩れ、つぃで対照屡：の5．55、4培区の5．54と環り、5倍区以上では5＿7以上と   

売っていた。ムま参考のために、これら各区の顔料懲求峯で7Dkg増体問の飼料所革帯   

をみると表のと射り、5倍佐2す5kg、対照区247lくgに対して5倍区では2591くgと売  

り、・5倍竜以上の加水区については、問桝経済上の損失を招くものと考えられる。  

表占 領 料 消 費 最  

飼 料 消 費 母  飼料 要 求・塞  飼料要求賽   

区  分  期   前 期  俊 明   ×  

全 期 間  全期間  
7Dlくg   

吏一管区  95．5kg  145．4kg  24ロ，9kg  5．170  5、82D  5．552  247．24kg   

5 倍 区  975   14d．4   245．7   5．158  5．755  5．472  245．04   

4 倍 区  975   14d．8   244．1   5．185  5，850  5．557  24ヱ59   

5 倍区  95＿2   142．9   258．1   5．282  4．□55  5．アロ5  25鼠55   

5、7慨区  94．1   14〔】．d   254．7   5．429  4．075  5．789  2d5．25  



ニ） 零 体 調 奄 成 冶  

肥育試験凝了7日後に、各区から招来るだけ、発育中開のもの雌1、去勢雉1計各2頭  

を選び、常任忙従って、唇桝体した結果は、黄7及び衰8のとぉりであ→た。  

表7  脂 肪 層 の 座 さ  

背 部 月旨 肪  腹 部 脾 肪  
区 分  

ヵタ  セ  コシ′  平均   前   中   後  平均   

対 き！軍 区  4．5c†Ⅵ  2．5em  5．2cm  5．4亡r¶  1．4（三m  1．9em  2．4cm  1．9cm   

5 倍 区  5＿5   1．9   2．1   2．5   1．ロ   1．2   1．7   1，5   

r r責 区  5．9   1，7   2．d   2＿7   0＿9   1．4   2．4   1．占   

5 倍 区  5．7   1．9   2．8   2．8   1．d   2．0   1、d   

5T7倍区  5．9   1．7   2．5   2，7   1．2   1，d   2．2   1．7   

責8 F箋 休 剃 た 値  

】  玲屠  背 腰」毒 ロ＿ス  大判肉片のミ別倉  

区．；｝  曝体長  零体巾  
Ⅲ  Ⅱ  断席責  周坂  カタ  ロース ノてラ   ′ヽム   

仕残  

三り！う学 区  574kg  田＿dcm  刀．1cm  ‘5．5亡m  ‘挽2em  52．9em  14．艶m2  14．Dm  52．る解  盟．1虜  及5解   

5 倍l星  5ス5  92．2  75＿5  侶．7  盟．8  55．1  14．占  14．0  55．1  58．0  罰．9   

4 倦区  55．5  列〕．8  75．9  仏6  J牧9  封．D  15．0  15．2  55．0  58．0  2P．0．   

5 倍区  ∠2．0  90．2  7占．1  仏2  服4  封．2  14．2  15．7  55．5  5スd  2翼1   

5－7侶区  55．d  85．5  72．2  d5．0  45．5  盟．8  15．る  14．0  ま5．7  55．2  51．1  

すをわち、体脂肪の膵卓については、いずれも、流動飼料区が難く、対照粉耐区が厚か  

ったが、これらは過伝的婁t鄭て大きく左右うれる形質であるが、少食くとも、流動飼料の  

給与が厚脂の原因になることは孜いものと考察される（）  

また、常体各部の長さやロースの断面積、大別肉片の刊合特にも大き孜差が認められず、  

肉色や肉緊少等の枝肉仕上り状態についても、各区間に蓮牢；認められをかった。  

2． 粉闘およぴ5倍加水流動飼料の消化率比較試験  

（1） 試顔 方 法  

供試標は、当功産中ヨーークツヤー種の同腹去勢樵4頭を用い粉胴給与区と給与飼料の乾物   

確魔比5倍加水の流動飼料区とに各2頭づつ配分し、昭和42年11月1日から、昭和45  

h＿ ‘こ r   



年5月15日まで、体領20k訂から8Dkg までの問、各10kg増体庵に、その哨化賽の比  

礫を行をった。   

なお、供試蹄は、鉄製ケージに収容し、糞械の採取が完全鱒出来るよう忙配慮し、試料は   

全壊採取去によって実施したJ  

（2） 給 与 席 料   

絵与周料は、肥育組余に用いた。・衣2忙示す自家配合飼料を用いたか、その一成組成の月   

析鳩は、率2－」1）のと封りである。  

また、試演期間中の給餌月囁は、表5忙エって給与した。   

褒2－（1） 供試射科の一般組成  

可  荷  

試料番号  粗蜃白 馬  粗 服 防  絶 域 碓  l粗灰分  

水  分   
無宅素物  

1・占こ28肇   2．ア9喀   4．51更   ス12多   58．占8喀   1D．82喀   

2   1d．59   2．8 4   4．10   d．78   579〔〕   11．79   

5   1d．フ5一   2．9 7 ’   ■4．5て■   乙 2 古■   5d．85   11．gD■’   

平   均   1る．5 4   2＿87   4，2（5   ヱ 0．5   5ス 81   11＿4 7   

（5） 試墳の鮭果と考察  

各個体短の哨化塞を示すと、表2」（2）のとぉりであり、予備試験（体電2ロkg噂）およ   

ぴ50k郎時の調査喝は、分析技術に未墾夜点もあ・つたため、やや、信頼壁が低いので、これ   

をdOkg時以降の平均喝で示すと、表2－（5）のような結果となった。   

す食わち、5倍刀口水流動飼料の消化率ほ、粗蛋白質およぴ、租脂肪では、粉粛より多少劣   

って封わ、反対に粗戚経と可溶無宅乗物では、多少憐れてふ少、総括的Kは、肥育試三輪の薦   

果と合わせて考慮すると、その飼料の利用性には、差がないものと認中られた。   

表2－（2） 各個体得の消化率  

区  分   予備試験  5【】kg時  4Dkg時  50k月時  占Okg時   7t】kg時   80k癖韓  

粉顔1   80．49   80．94   7ム5〔   80＿59   82．d2   82．d7   82．84  

／′ 2   

7R 49  80．81   7鼠 8 7   82．占4   85．19   82．55   85．2d  

！流動1   78．7 0   7714   78．02   80．44   82．15   8748   85．0 7  

い′2   
7鼠 d2   70．12   75．0 5   81．1d   81．72   84．50   B2．85   

lうぺ－   



区  分   予備筑験   50kg時  401く紳寺   50k何時  dOk威容  70kg堵   80k月時   

粉函1   57 7 4   51．2 5   52．49   75．5d   81．口1   7ム45   75．55  

租  
〝 2   51．2 d   41．5 4   5鼠 04   75．90   7q 84   7占．90   78．1る  

脂  
流動1   5〔】＿94   51．41   5t d9   55．01   7エ 24   d8．占5   72．4 7  

肪  
′′ 2   52．87  dl．54   7 D．21   75．49   68．19   占9 78   

粉l鍔1   24．78   50．d7   25．6d   2d．72   2d，8 4－  25．11   1∈～．54  

粗  
〝 2   28．81   48．20   2チ 41   1鼠14   22．51   20．51   21．21  

疏  
流動1   51．10   58．10   50．7 7   28．95   25．5 0   21．d9   1く～．51  

錐  
〝 2   52．5 5   55．58   2ス ロ 0   11．51   20．2 8   25＿d5   20．29   

可  粉餌1   88．d4   8鼠 4 d   8臥85   88．57   88．9 7   89□1   88．14  

溶  
〝 2   9 0. 4 2 8管 99   88．47   88．占5   90．50   90．99   88．24  無  

望 索  91＿ 71   90．8占   8受 7 7   8944   90．55   8鼠48   89 2 4  

物  
〝 2   91＿0 0   90．5 7   89 99   90．55   90．54   8鼠25   89こ5‘   

粉†■揮1   82．12   84．5 9   81．48   82．57   84．18   84. 0666 82．82  

有  
〝 2   85．5 7   84．5 4   82．24   82．48   85．12   85．25   8乙2 2  

職  
耽勅1   84．04   85．92   82．78   82．d 7   84．7 d   85．7 2   85．41  

物  
〝 2   84．1〔）   82．18   82．42   82．9 5   84．52  ！84．29   B5．56   

表2－（5） 粉鋼及び流動飼料の哨化率と供試飼料の蓉分儲  

可  帝  
区   分  ■ ●≡ ＝ 璧  粗 糖 肪  塩 繊 維  有 肇 物   DC上）   Tl）N   

無…窒素1勿  

粉   餌  82，45舜   72．占8筋   25．5d喀  8901飾   85．52多   15．d5  70．79  

流動網料  81．占2   占d．d 2  24．09  8鼠 79   85．50   70．75               15．50   

5． 流動飼料の機械絵調忙威する調香研究  

（1） 本調研究のねらい  

蓉啄の多頭化に伴い、省力的を管理作業の体系化に威する研究が要請されて封少、従来は   

主として、手作業の合理化段備にあったわけであるが、今後の方向としては、機械化技術の  

開発が望まれている。  

肥育琢の管理作業は、その飼料基盤と、これら飼料の給与方法卦よび、糞尿の清掃方法な  

－ぺ 7－   



らぴに、一群の頭数の大′J、、．換言すれば、曙扉数の多少忙よって、その内容と所要労働串間   

に柏慮があるが、一般的には、所領労働時間の大半を占める清掃と給餌方法によって省力化   
に差がでるものといえようり  

りま、姶腐方法に限って、これな比鞍ナると、作業者がリヤカーやバケツで飼料庫から各  

】深厚の飼憎までに運んで絵朋サる方法では、作業者が三軍ぷ飼料の最と歩行速変には、白から   

鳩度があるので、J虔も舷藁的そ方法としては、扁科白体が鋼槽まて牒屈する方法が望ましい   

わわであゎ、このような成点から、流離言！科のノてイブ給膚方式について、調査を行なった。  

（2）三 野在所究①増凄   

イ） 総長耳増さの既喫と調査方法   

■’当唱和二）弧線曙命（欄育花数10D頭）に、表5」1）i′こ示すよう窄年俸寸法のノりプ給   

跡或占0櫓用を周5のよう忙設惜し、肥育試験終了後の啄52頭を片∃いて、手作業と機梱   

稔明の作葦批環恕調舶－るととも忙、各慄傍毎佗流入する流動飼料の水分を測建Lて、均   

トな流動隠科が糸触年できるかどうかを調礁した√J  

また、野外て叙しへて、流動鮒料を給与する壌家5事例について、流勅封科の給与方法の  

宝いによ・封乍調号間合訴潤した。  
表雲－（1）・・†袖†機の仕嘩寸法  

彗望 式   概 抑†一讐  ≧ 送酢厨   ポ ン プ  巧∵クー   言十瑞相   パノレフ   
萩 二転 多望   

伊 円筒芭せ  
那準  

2インチ■  

451¶   私化ビニール    スラリー捜 ポンプ  l三讃スーイく－ 2卜P ！  【鉄板」蔓斐  スリ ー ス  12ケ   

図5  捨 載 喝 の 紀祈聞   



ロ） 網奄の結果と考察  

流動飼料を機械拾循した場合と、手作業によって絵落した場合の移動距離な比較すると、   
蓑5－（2）のとぉり、機械絵詞技手作業と比べて、58悌余療病されており、また、給餌作   

業痔間を比較すると、表5－（5匝示すように、確楓拾鋼では大幅に作業堵問が短諦されて   

いるが、ノミキ▲－ムか－やリヤカーで運般して／くケツ・で絵絹する方法では、勧鋪給与の喝   

含、2D口頭規構で約10秒から2ロ秒程度であるのに対して5ロ秒以上と余計に確聞を   

要していた。  

衣5－（2）1日1東当り給卸戸菜の移動短離の比較（場内）  

ー・×1〔）0  

区    分  移 動 拒 触  a  n  阜裁 械 拾 嫡 a  ス るOm  dl．4肇  手 作 業  b  12．57  （1DC）   
表5－（5） 給餌方法め適い忙よる1日1頭当り作業l時間の比轡（雇′善事釣り  

拾 調 方 法   バキュームカー  

デンマーク式  群 式  

頂査 形 式  
（1坪2口頭）  

申列・開放   

飼  料  構  成   ▲1．守芥＋配 合  残飯十戒 告  妹¢ま粕＋配合   
銅羊与C川又甘作業  190分  

開美江準備作柴   1！〔††   47分   d5汁   

拾野 作 兼   255分   ltl†十   45分   

羽衣時飼巻頭教   259坤   21占蒋   d2〔】頭   

1現当り給餌作業時聞   約54秒   約51秒   約4．4砂  

なお、図5に示した各啄市に流入する流享劫訊こキの水†〉を簡易水片言†で測定Lた数値は、   

表5－（4糎示すとかりであ少、循肇式／くイプ筍詐戚結露によって、かおむね各順序に均一な   

飼料が流入することが判明した。  

衆5－（4） 各順序に流入する流動飼料の水分  

（5倍加水・約78酵）  

ノ拓2   ノ拡5   ／広4   

水  計 蔵 相  ノ拡1           分  78＿8弱  77二2痴  76．5肇  7占．8多  
このことは普通配管の場合（礫坪槽に還流するよう循環のための配管が食い覿式）には、  

その配管距離との関連もあるが、規拝槽から遠い豚虜ほど飼料の固形物が少査く、淡く在  

る欠点があるが、この濾堺式配管では、傑杵槽に近い塚原佗ど多少梢くなる傾向俺示して  

おわ、普通配管式の欠点が是正されたものと考えられる。  

一d 9▲－   



約  

肉條飼育把おける顔料利用性の向上と絵詞作業の省力化の一方法として、流動薪胴の普及性を   

検討するために流動飼料の適正加水倍率と、その消化率ならびに機械給餌に関する試験調査を行   

売ったので、その結果な要約すると、つぎのとお少である。  

1．夏季及び冬季を通じて、加水倍塞5ないし4倍にした流動飼料の凄好性は良好であった。   

2．冷水陀よる5倍左いし4倍刀口水流劫飼料の絵与は、冬季においても、肥育豚の発育に悪影  

響を及ぼすエうなことは奄く、粉苗と何様偵調夜発育を示L、1日平均増体鶉でやや対照粉  

頗区を上回った。   

5．飼料消壁儲及び贋凍寒については、5借方打水流動飼料の給与によって、粉萌と比べて若干  

の改磐が期待できるが、5倍以上の加水倍率では反対陀飼料経済＿との損失を招く。   

4・5倍加水流動飼料の消化率は、粉前と比較して、差がないものと民営められた。   

5・流動飼料の給与が、嘗体の各形偏平、特レこ悪い彩彗！を及ぼすようなことは左かった。   

d．流動飼料のパイプ機械給餌托よって、給前作葵の際の移動距群や作業時間が短超され、省  

力技術として普及性のあるものと考えられる。  

－7 0－   


